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三つの資質・能力を育む体育学習

～ 個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実を通して ～
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校長 佐々木 秀之



コンピテンシー（能力）

コンテンツ（内容） 教育（学習）方法



「令和の日本型教育」の姿

令和３年１月２６日 中央教育審議会（答申）

① 個別最適な学び

●基礎的・基本的な知識・技能等
を確実に習得させ、思考力・判断
力・表現力等や、自ら学習を調整
しながら粘り強く学習に取り組む
態度を育成するため

・支援が必要な子供により重点的
な指導を行うなど効果的な指導を
実現

・特性や学習進度等に応じ、指導
方法・教材等の柔軟な提供・設定
を行う

指導の個別化

●基礎的・基本的な知識・技能等

や情報活用能力等の学習の基盤と

なる資質・能力等を土台として、

子供の興味・関心等に応じ、一人

一人に応じた学習活動や学習課題

に取り組む機会を提供することで、

子供自身が学習が最適となるよう

調整する

学習の個性化

✕ 一斉指導
〇 個に応じた学習過程



「令和の日本型教育」の姿

令和３年１月２６日 中央教育審議会（答申）

② 協働的な学び

●「個別最適な学び」が「孤立した学び」に陥らないよう、探究的

な学習や体験活動等を通じ、子供同士で、あるいは多様な他者と協

働しながら、他者を価値ある存在として尊重し、様々な社会的な変

化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることができるよう、

必要な資質・能力を育成する「協働的な学び」を充実させる

●集団の中で個が埋没してしまうことのないよう、一人一人のよい

点や可能性を生かすことで、異なる考え方が組み合わさり、よりよ

い学びを生み出す



「令和の日本型教育」の姿

令和３年１月２６日 中央教育審議会（答申）

新学習指導要領の着実な実施

学校における働き方改革 GIGAスクール構想

一人一人の子供を主語にする
学校教育の実現

「正解主義」や「同調圧力」への
偏りからの脱却

「日本型学校教育」のよさを受け継ぎ、さらに発展させる

新しい時代の学校教育の実現



OECD ラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030

実 行

振り返り見通し

運 動

めあて 振り返り

めあて学習



学 び の サ イ ク ル

振り返る実行する見通す

振り返る

実行する

見通す

振り返る

実行する

見通す

振り返る

実行する

見通す

単元を通したサイクル

１単位時間のサイクル

取組ごとのサイクル

振り返る見通す

実行する







男 子 女 子

昭和56年度
11歳

令和5年度
11歳

昭和56年度
11歳

令和5年度
11歳

身長（ｃｍ） １４３．２ ↑１４６．２ １４５．５ ↑１４７．９

50ｍ走（秒） ８．８ ８．９ ９．０ ↓ ９．２

ソフトボール投げ（ｍ） ３４．０ ↓ ２５．８ ２０．５ ↓ １５．８

体力の

向上

技術的

習熟

筋力

柔軟性

走り方
投げ方
跳び方
…

子供の体力の現状

体育はフリルの教科？



走ったり・跳んだり・投げた
り・捕ったり・打ったり・
蹴ったり・泳いだり・滑った
りなどの運動の基礎となる類
似の運動遊び（運動のアナロ
ゴン）を経験してきている、
身に付けていることを前提と
して授業を行ってきた

体育の授業の中で、運動の基
礎となる類似の運動遊び（運
動のアナロゴン）を身に付け
させなければならない

体ほぐしの運動
多様な動きをつくる運動(遊び)

昔

海・川・山・野原
裏山・空き地

今

テレビ・ゲーム・パソコン
情報通信機器

子供の体力の現状



学習指導要領の変遷

◆ 平成10年 「体つくり運動」（第5・6学年）
○体ほぐしの運動
○体力を高める運動
・体のやわらかさ及び巧みな動きを高めるための運動
・力強い動き及び動きを持続する能力を高めるための運動

◆ 平成20年 「体つくり運動」

小学校 中学校 高等学校

1年 2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年 1年 2年 3年

体つくり運動

体ほぐしの運動

多様な動
きをつく
る運動遊
び

多様な動
きをつく
る運動

体力を高める運動



学習指導要領の変遷

◆ 平成30年 「体つくり運動系」

小学校 中学校 高等学校

1年 2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年 1年 2年 3年

体つくりの
運動遊び

体つくり運動

体ほぐしの
運動遊び

体ほぐしの運動

多様な動
きをつく
る運動遊
び

多様な動
きをつく
る運動

体の動きを高める運動



動 き の 分 類



多様な動きをつくる運動（遊び）

文部科学省 「多様な動きをつくる運動（遊び）パンフレット」



第1学年・第2学年

動きを広める

第3学年・第4学年

動きを一層広めな
がら高める

最も基本的な動きを運動遊び
として楽しく経験し、

動きのレパートリーを増やす

基本的な動きのレパートリー
を広げるとともに、無駄な動
作を少なくし、より安定した
動きができるようにする

動きの質を高める

多様な動きをつくる運動（遊び）



第１学年・第２学年

動きを総合的に身に付けさ
せるため、一単位時間に複数
の運動を取り上げる

第３学年・第４学年

児童が取り組みたい運動を
選んだり、工夫したりという
活動を多く設定する

授業づくり

×反復するだけ
×アラカルト

楽しく夢中に行う中で、結
果として体の基本的な動きを
総合的に身に付けさせる
（ジャンケンを使った遊び、
リレー、ゲーム化）

授業づくり

×反復するだけ
×アラカルト

基本的な動きを基にして、
人数、用具、高さ、方向、組
み合わせ方などに変化をつけ
る

指導のポイントと授業づくり



どのような運動も

「体ほぐしの運動」

「多様な動きを高める運動（遊び）」

「体の動きを高める運動」

になり得る。

研究について

何を行わせればいいかわからない

トレーニングではなくラーニング



○挑戦的で魅力的な課題設定のある運動

○動きのポイントが分かりやすく、学習課題に発展性

のある運動

○学習の成果が分かりやすい運動

○家庭や実生活で繰り返し行いやすい運動

教材化の視点＜体の動きを高める運動＞

＜巧な動きを高める運動＞

ボール 長なわ バンブーステップ フープ スラックレール



動きの条件変化

姿
勢

用具

用具・人数・方向

動きの高まり＝体力が高まった

イラストは小学校教員のための教育情報メディア「みんなの教育技術」by小学館



まずはやってみる やってもらう

学校体育実技指導資料 第７集
体つくり運動
文部科学省

平成２４年度
練馬区教育研究員報告書
練馬区教育委員会

コオーディネーショントレーニング
平成２８年３月

東京都教育委員会

令和２年度
学校における体育・スポーツ資質
向上推進事業実践研究校
練馬区立谷原小学校



① 目標を決める（目標の設定）
＜例＞ダブルダッチを跳べるようになりたい

② 解決する課題を選ぶ（課題の選択）
＜例＞ダブルダッチの縄に入れるようにする

③ 活動の仕方を決定する（活動の決定）
＜例＞友達の声に合わせ、向こう側の縄が

地面をたたいたら入る

「学習課題（めあて）」のもたせ方



●「賞賛・励まし」

●「ポイントを身に付けさせる言葉かけ」

●「ポイントを発見させる言葉かけ」

●「自分の動き、友達の動きを見つめさせ
る（相互評価、自己評価につながる）
言葉かけ」

言葉かけのポイント



よい体育の授業

➢  魅力ある教材を準備すること

➢  肯定的なかかわりをすること

➢  かしこい学び方をさせること

➢  鮮明で明確なめあてをもたせること

➢  学習従事の時間が長いこと

➢  言葉かけの回数が多いこと
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